
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

年度末を控え(２) 

第 60 回卒業証書授与式も無事に終わりました。卒業生はもちろん、在校生も大変に立派な

態度で式に臨み、卒業生の門出を祝うことが出来、卒業生もきっとそれぞれの進路に希望と勇

気を持って一歩を踏み出してくれることと思います。 

年度末というと卒業式や離退任式と、今まで慣れ親しんだ人や学校との別れの季節です。今

回の本校の卒業証書授与式に臨んでも感じたのですが、別れの式に臨む度に考えることがあり

ます。本当は卒業式のような門出を祝う式で考えてはいけないことなのかもしれませんが、自

分が最後のときを迎えたときのことです。 

自分は、人生の最後を迎えまさに死んでいこうとする瞬間にどんなことを思うのだろうか。

今回の卒業生代表、松本茉利恵さんの答辞のような自分の人生の様々な記憶が走馬灯のように

脳裏を駆け巡り、自分の人生は幸せだった、満足できるものだったと満足できる瞬間でありた

いなと強く思いながら式に参加していました。 

もちろん、人生全てが上手くいき、何もかも満足して死んでいけるというようなことは到底

無理なことだろうとは思いますが、最大限努力していきたいものだと考えています。 

そう考えると「自分の人生を満足する。」とはどういうことかということに考えが移っていき

ます。私は、「自分の人生を満足する。」とはこの世に生まれてきて、死んでいくまでにどれだ

け人から喜んでもらえることが出来たか、その量の総体と、人に迷惑をかけてしまった量の総

体の比較をした時に、どれだけ人のためになった事の方が多いかで決まるのではないのかと考

えています。 

人生の幸せを自分の富や名声、家族の幸せなど様々なもので量ることは出来るのですが「自

分の人生に対する満足とはどのようなものか」という事をこの時期に考えてみるのも、必要な

ことではないでしょうか。 

平成２０年３月２５日  第１１号 

 
 

 中  研 司 
http://www.funakoshi-j.edu.city.hiroshima.jp/ 

平成 20 年度初めの人事異動について 

今までお世話になった先生方の内、次の方々が学校を去られることになりました。 

 

退任者 

名 前 職 名 担当教科 

檜和田冨美惠 教 諭 国 語 

 

  離任者 
   名 前    職 名    担当教科 異動先 

森高 秀治 教 頭 － 広島市立温品中学校 

山口 浩幸 教 諭 美 術 広島市立吉島中学校 

梶本 美佳 教 諭 保 体  

中本 将生 教 諭 保 体 広島市立江波中学校 

松下 啓子 事 務 －  
 

 

 

新たに本校においでいただく先生方は、次の方々です。 

 

   名 前    職 名    担当教科 現所属 

小畠 清資 教 頭 － 広島市立瀬野川東中学校 

飯盛 秀治 教 諭 美 術 広島市立瀬野川中学校 

藤田  翔 教 諭 国 語 新 採 

 

船船越越中中学学校校便便りり  

本年度最後の学校便りとなりました。1 年間お読みいただきあ

りがとうございました。 

平成 20 年度は、毎月、20 日の発行を目指していきたいと考え

ています。 

よろしくお願いします。 


